
日
本
高
齢
者
大
会
で

上
智
大
学
教
授
の
中
野

晃
一
さ
ん
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。
自
民
党
の
勝

利
の
連
立
方
程
式
と
は
ー

小
選
挙
区
４
人
に
１
人
〈
25
％
弱
〉

比
例
区
で
６
人
に
１
人
（
16
％
～

18
％
台
）
し
か
絶
対
得
票
を
得
て

い
な
い
。
国
民
も
圧
倒
的
多
数
は

選
挙
に
行
っ
て
い
な
い
（
約
50
％
）

▼
そ
れ
な
の
に
議
席
数
は
過
半
数

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

が
小
選
挙
区
制
の
マ
ジ
ッ
ク
で
す
。

つ
ま
り
①
立
憲
野
党
の
分
断
（
野

党
共
闘
に
く
さ
び
を
打
ち
込
み
）

②
低
投
票
率
（
多
く
の
人
に
う
ん

ざ
り
し
て
も
ら
え
ば
い
い
の
）
で

す
▼
日
本
の
有
権
者
に
と
っ
て
民

主
主
義
と
は
、
「
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ

ン
ス
」
つ
ま
り
公
金
の
ム
ダ
が
な

い
、
汚
職
が
な
い
、
治
安
が
い
い
、

こ
と
な
の
で
す
。
そ
し
て
、｢

対

案｣

路
線
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
野
党

に
投
票
し
た
り
、
政
権
交
代
を
し

た
り
す
る
熱
量
は
つ
く
れ
な
い
。

ま
ず
は
政
権
与
党
に
対
す
る
怒
り

を
受
け
止
め
る
よ
う
に
明
確
に
対

峙
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
▼
野
党

共
闘
の
め
ざ
す
政
治
は
、｢

憲
法

を
中
心
に
個
人
の
尊
厳
を
擁
護
し
、

育
む
為
の
政
治｣

で
す
。

（
樋
口

出

記
）

仲間づくり

(9月 27日現在 )

１７３名

コ
ロ
ナ
禍
一
年
延
期
さ
れ
た
第

34
回
日
本
高
齢
者
大
会
が

23
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
と
し
て
、
長
野

市
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
ア
ク
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
重
県
で
は
、
津
市
河
芸
公
民

館
の
３
会
議
室
を
会
場
に
、
43
人

の
参
加
者
が
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
昼
食
休
憩
を
は
さ

み
、
全
体
会
、
３
学
習
講
座
を
視

聴
し
ま
し
た
。

鈴
鹿
支
部
か
ら
は
、
11
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
「
長
沼
こ
ま

ち
太
鼓
」
、
挨
拶
、
来
年
（
11
月

23
・
24
日
）
開
催
地
京
都
へ
の
大

会
旗
の
引
き
継
ぎ
式
後
の
記
念
講

演
は
、
比
較
政
治
学
者
の
中
野
晃

一
上
智
大
学
教
授
が
「
コ
ロ
ナ
後

の
め
ざ
す
べ
き
社
会
は
？
そ
の
実

現
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
？
」

と
題
し
て
、
約

90
分
話
し
ま
し

た
。

①
自
民
党
の
「
勝
利
の
連
立
方
程
式
」

は
、
絶
対
得
票
率
が
、
小
選
挙
区

で
４
人
に
１
人
（
25
％
弱
）
、
比

例
区
で
約
６
人
に
１
人
（
16
～
18

％
で
推
移
）
で
、
固
定
支
援
者
の

支
持
で
、
（
１
）
立
憲
野
党
の
分
断
、

（
２
）
低
投
票
率
、
で
す
。
つ
ま
り
、

（
１
）
野
党
共
闘
に
く
さ
び
を
打

ち
込
み
、
（
２
）
多
く
の
人
に
う

ん
ざ
り
し
て
も
ら
え
ば
い
い
ー
投

票
に
行
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
と
感

じ
さ
せ
れ
ば
い
い
、
で
す
。

②
日
本
の
有
権
者
に
と
っ
て
民
主

主
義
と
は
、
社
会
的
平
等
、
格
差

社
会
対
策
、
雇
用
や
生
活
保
障
、

雇
用
保
険
な
ど
「
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン

ス
」
（
良
い
統
治
・
支
配
・
管
理
）

公
金
の
無
駄
遣
い
が
な
い
、
汚
職

が
な
い
、
治
安
が
い
い
、
こ
と
で
、

「
対
案
」
路
線
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ

野
党
に
投
票
し
た
り
、
政
権
交
代

を
し
た
り
す
る
熱
量
は
つ
く
れ
な

い
。
先
ず
は
、
政
権
与
党
に
対
す

る
怒
り
を
受
け
止
め
る
よ
う
に
明

確
に
対
峙
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

③
立
憲
野
党
と
市
民
の
共
同
で
は
、

「
ま
っ
と
う
な
政
治
」
の
そ
の
先

を
構
想
し
、
訴
え
る
、
こ
と
で
す
。

立
憲
野
党
の
分
断
と
政
治
へ
の

諦
め
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
、

「
対
立
争
点
」
（
位
置
争
点
）
は

不
可
欠
で
す
。
経
済
・
生
活
争
点

な
ど
の
「
合
意
争
点
」
（
価
値
争

点
）
だ
け
で
は
だ
め
で
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
の
政
治
潮
流
は
、
イ

ン
タ
レ
ス
（
利
益
）
の
政
治
か
ら

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
主
体
性
、

自
己
同
一
性
、
個
性
）
へ
と
流
れ

て
い
ま
す
。
政
権
の
土
俵
に
乗
っ

た
「
対
案
」
で
は
な
く
、
争
点
を

変
え
て
「
対
抗
」
（
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
ー
新
し
い
選
択
肢
、
代
替
案
）

を
提
示
す
る
こ
と
。

「
対
立
争
点
」
は
、
憲
法
を
中

心
に
個
人
の
尊
厳
を
擁
護
し
育
む

た
め
の
政
治
を
訴
え
る
こ
と
。
社

会
を
前
に
進
め
る
政
策
を
リ
ベ
ラ

ル
な
立
場
か
ら
発
信
し
、
プ
ロ
グ

レ
ッ
シ
ブ
（
進
歩
的
）
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
争
点
と
し
て
、
女
性
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
外
国
人
の
尊
厳
・

権
利
な
ど
、
差
別
の
な
い
社
会
を

作
る
具
体
的
な
政
策
を
提
示
し
て

訴
え
、
経
済
・
生
活
争
点
は
、
そ

の
上
で
訴
え
ま
す
。

（１） 第２９４号 き ら ら ２０２１．９．２７
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1－16－30
http://suzuka-nen
kinsya.jimdo.com/
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tel 059ｰ374-2894

総
選
挙
勝
利
は
市
民
と
野
党
の
共
闘
で

第
34
回
日
本
高
齢
者
大
会
in
な
が
の
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

勝
谷

鐵
幸

年
金
者
組
合
は
、
楽
し
み

７
分
、
活
動
３
分
を
か
か

げ
、
高
齢
期
を
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
助
け

合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
い

こ
う
と
す
る
組
合
で
す
。

長

沼
こ

ま

ち
太

鼓

写

真
提

供

勝

谷
鐵

幸

中野晃一さん 写真提供 勝谷鐵幸
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人
に
も
、
人
の
か
わ
り
は
居
な
く

て
、
そ
の
人
の
人
格
と
個
性
で
自

立
し
て
、
判
断
を
し
て
生
き
て
い

く
。そ

ん
な
姿
に
、
わ
た
し
は
共
感

体
が
う
ご
い
て
生
き
て
い
る
。

う
ご
く
の
が
嬉
し
く
、
楽
し
く
暮

ら
す
。
こ
れ
を
し
て
、
あ
れ
を
し

よ
う
と
、
思
わ
ず
、
予
定
を
し
な

い
で
、
忙
し
く
う
ご
か
な
い
で
、

ゆ
っ
く
り
と
体
を
う
ご
か
し
て
、

今
を
だ
い
じ
に
、
体
を
だ
い
じ
に

し
よ
う
。

こ
の
体
は
わ
た
し
の
体
で
、
わ

た
し
の
他
に
は
、
わ
た
し
は
居
な

い
の
だ
。
ひ
と
り
ひ
と
り
、
ど
の

老
年
に
な
っ
て

気
が
つ
き
ま
し
た

山
野

孝
治

今
ま
で
に
な
い
高
い
得
票
率
17
．
６
％
を
得
る

知
事
選
挙

岡
野
恵
美
さ
ん
へ
の
ご
支
援
に
感
謝

突
然
の
知
事
選
挙
で
、
何
か
と

準
備
不
足
の
ま
ま
で
し
た
が
、

「
や
さ
し
い
三
重
県
政
を
つ
く
る

会
」
の
運
動
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、

年
金
者
組
合
の
皆
さ
ん
な
ど
の
お

力
で
、
９
万
６
３
１
７
票
（
得
票

率

17
．
６
％
）
と
、
今
ま
で
に
な

い
高
い
得
票
率
を
得
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

こ
の
得
票
率
は
、
今

後
の
知
事
交
渉
な
ど
へ

の
力
強
い
後
押
し
と
な

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

下
で
、
か
つ
天
候
も
悪

い
中
の
投
票
日
で
し
た

が
投
票
に
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
、
あ
り
が
と
う
と
申
し

上
げ
ま
す
。

近
く
、
や
さ
し
い
会
と
し
て
も
、

新
知
事
と
の
会
見
を
行
い
、
や
さ

し
い
会
が
掲
げ
た
公
約
ー

▽
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
社
会
的
検
査
の
拡
充
、

▽
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
止
め
、

生
活
交
通
の
拡
充
、

▽
防
災
・
日
災
害
支
援
強
化
、

▽
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
な
ど
、

の
実
現
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
投
票
を
、
必
ず
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す

の
で
、
ご
承
知
下
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

そ
し
て
ご
苦
労
様
。
（
や
さ
し
い

三
重
県
政
を
つ
く
る
会

代
表
）

辻
井

良
和

し
た
の
が
う
れ
し
く
て
、
共
存
し

て
ゆ
こ
う
と
、
暮
ら
し
て
い
る
。

毎
日
の
新
聞
、
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ

ル
ス
で
世
界
が
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
て
、

人
が
死
ん
で
ゆ
く
。
人
を
殺
す
戦

争
に
協
力
し
て
、
今
も
日
本
は
戦

争
を
つ
づ
け
て
い
る
。

戦
争
を
名
誉
に
仕
立
て
て
、
戦

死
さ
せ
た
。
人
を
殺
し
た
戦
争
。

人
を
く
ら
べ
て
差
別
を
す
る
と
、

人
は
共
に
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
、
暮
ら
し
が
こ
わ

れ
て
ゆ
く
。

う
れ
し
く
う
ご
い
て
、
た
の
し

く
生
き
よ
う
と
、
気
が
つ
き
ま
し

た
。

２
０
２
１
年
８
月
２
８
日

心
待
ち
の
リ
ピ
ー
タ
ー

第
７
回
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
鈴
鹿

９
月
4
日
（
土
）
第
７
回
フ
ー

ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
下
で
会
場
の
白

子
コ
ミ
セ
ン
が
使
用
禁
止
に
な
り
、

や
む
な
く
外
の
駐
車
場
で
、
予
め

セ
ッ
ト
し
た
も
の
を
着
い
た
人
か

ら
、
順
番
に
手
渡
し
す
る
こ
と
に

な
り
、
レ
ト
ル
ト
食
品
を
中
心
に

（
お
米
は
別
袋
）
50
袋
用
意
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
48
人
で
全
員
に
お
渡

し
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。
約
20
人
が
初
参
加
で
27

人
が
リ
ピ
ー
タ
ー
で
す
。
だ
ん
だ

ん
と
浸
透
し
て

き
て
心
待
ち
し

て
見
え
る
方
が

た
く
さ
ん
見
え

中
川

信
子

知

事
候

補
者

岡

野
恵

美

子
さ

ん

写

真
提

供

つ

く
る

会

ま
す
。

こ
の
鈴
鹿
の

取
り
組
み
が
９

月
11
日
の
「
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
」

で
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

次
回
は
11
月

６
日
（
土
）
で

す
。
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
中
川

信
子

記
）

パ
ン

ト
リ

ー

の
会

場

写

真
提

供

勝

谷

鐵

幸
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９
月
19
日
の
９
時
か
ら
鈴
鹿
青

「こ
の
森
の
自
然
を
残
し
て
ほ
し
い
」と
快
く
署
名

「
サ
ッ
カ
ー
場
を
造
ら
な
い
で
」
署
名
活
動
ス
タ
ー
ト

少
年
の
森
で
、
「
青
少
年
の
森
を

愛
す
る
会
」
の
発
足
集
会
が
行
わ

れ
34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
の
後
、
森
公
園
内
4
カ
所

に
分
か
れ
て
「
青
少
年
の
森
公
園

の
自
然
を
壊
し
て
サ
ッ
カ
ー
場
を

造
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」
の
署
名

活
動
を
行
い
、
１
時
間
ち
ょ
っ
と

で
１
７
０
筆
を
超
え
ま
し
た
。
皆

さ
ん
快
く
「
こ
の
森
の
自
然
を
残

し
て
ほ
し
い
」
と
、
署
名
し
て
く

れ
ま
す
。

青
少
年
の
森
は
三
重
県
の
所
有

物
で
す
が
、
日
常
の
管
理
は
民
間

業
者
に
委
託
さ
れ
、
今
は
「
三
重

県
森
林
組
合
連
合
会
」
が
指
定
管

理
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
森
林
組

合
の
管
理
で
す
か
ら
樹
木
が
自
然

に
近
い
形
で
保
全
さ
れ
て
お
り
、

昆
虫
や
キ
ノ
コ
類
な
ど
希
少
な
動

植
物
も
生
息
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

の
樹
木
を
５
万
平
米
も
切
り
倒
し

て
サ
ッ
カ
ー
場
を
作
る
っ
て
ど
う

い
う
神
経
で
し
ょ
う
。
そ
れ
も
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
を
運
営
す
る
民
間
企

業
が
、
鈴
鹿
市
が
間
に
入
っ
て
、

三
重
県
か
ら
タ
ダ
で
借
地
す
る
の

で
す
。

署
名
活
動
は
、
10
月
17
日
ま
で

毎
週
日
曜
日
、
朝
９
時
か
ら
11
時

橋
詰

圭
一

９
月
24
日
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
15
歳
の
少
女
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン

ベ
リ
さ
ん
が
た
っ
た
一
人
で
始
め

た
「
未
来
の
た
め
の
金
曜
日
」
の

行
動
「
世
界
気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
」

に
呼
応
し
て
、
「
鈴
鹿
青
少
年
の

森
を
愛
す
る
会
」
が
、
市
役
所
西

頃
ま
で
森
公
園
内
行
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
公
園
内
で
の
署
名
活
動
は

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
反
対
と

世
界
気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
が
コ
ラ
ボ

「
鈴
鹿
青
少
年
の
森
を
愛
す
る
会
」
市
役
所
西
行
動

の
街
頭
で
、
「
貴
重
な
鈴
鹿
青
少

年
の
森
を
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」

「
気
候
危
機

見
て
見
ぬ
ふ
り
は

も
う
で
き
な
い
」
と
、
13
人
が
手

書
き
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
、
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

三
重
県
の
許
可
を
得
て
い
ま
す
。

行
動
的
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

疲
れ
と
も
っ
た
い
な
さ

原

信
子

長
野
で
開
か
れ
た
「
日
本
高
齢
者
大
会
」
に
リ
モ
ー
ト
参
加
し
ま
し

た
。

三
重
会
場
は
、
セ
ミ
の
声
す
る
河
芸
公
民
館
で
し
た
。

午
前
は
、
中
野
晃
一
さ
ん
の
講
演
、
午
後
の
第
１
会
場
は
、
小
森
陽

一
さ
ん
と
浜

矩
子
さ
ん
の
対
談
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
人
数
制
限
あ

り
、
も
っ
た
い
な
い
。

会
話
ダ
メ
、
昼
食
は
黙
食
、
昼
の
休
憩
時
は
長
野
の
名
所
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
新
し
い
大
会
形
式
で
す
が
、
一
日
中
の
リ
モ
ー
ト
学
習
は
、

相
当
疲
れ
ま
し
た
。

来
年
は
、
京
都
会
場
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
生
で
聞
き
た
い
も

の
で
す
。

日

本
高
齢

者
大
会

リ
モ
ー

ト
参
加

署名用紙の標題 写真提供 橋詰 圭一

市役所西街頭行動 写真提供 萩森 繫樹

サッカー場を造るな行動発足集会 写真提供 勝谷鐵幸



９
月
は
、
コ
ロ
ナ
拡
大
に
よ
り

施
設
が
使
え
ず
、
残
念
な
が
ら
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
は
、
予
定
通
り
実
施
で
き

る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

10
月
の
案
内

10
月

15
日
（
金
）
13：

30
～

16

白
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

２
Ｆ

ホ
ー
ル

用
意
す
る
も
の

上
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

（
桑
原

篤

記
）

ト
ラ
ベ
ル
の
会

（４）第２９４号 き ら ら ２０２１．９．２７

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

優
勝
は
佐
藤
元
教
さ
ん

８
月
、
９
月
は
休
み
ま
し
た
。

次
回
は
、
10
月
８
日
第
２
金
曜

日
10
時
～

12
時
ま
で
場
所
は
白

子
コ
ミ
セ
ン
で
す
。

久
し
ぶ
り
の
開
催
で
す
。
皆
さ

ん
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
中
川

信
子

記
）

10
月
休
み
ま
す
。

（
定
永

陽
子

記
）

卓
球
を
楽
し
も
う

史
跡
め
ぐ
り
の
会

「
も
し
も
し
、
お
祖
母
ち
ゃ
ん
、
僕

な
ん
だ
け
ど
、
ト
イ
レ
入
る
時
、
カ
バ

ン
を
洗
面
所
の
前
へ
置
い
て
、
盗
ら
れ

て
し
ま
っ
た
の
。
携
帯
も
カ
バ
ン
に
入

れ
て
あ
っ
て
、
今
上
司
の
携
帯
借
り
て

電
話
し
て
い
る
の
」
と
、
固
定
に
電
話
。

す
ぐ
に
返
事
も
出
来
ず
に
い
た
ら
、

「
ま
た
電
話
す
る
ね
」
と
、
切
れ
て
し

ま
っ
た
。

十
分
位
し
て
、
ま
た
電
話
、
「
警
察

に
届
け
た
し
、
弁
護
士
に
も
頼
ん
だ
の

で
、
電
話
が
入
っ
た
ら
聞
い
て
ね
」
と
、

ボ
ー
と
し
て
い
た
ら
、
三
回
目
の
電
話
、

「
今
お
祖
母
ち
ゃ
ん
一
人
」
「
う
ん
一

人
だ
よ
」
ま
だ
、
疑
わ
ず
応
答
。

親
は
知
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
、

父
親
に
連
絡
。
「
こ
ん
な
失
敗
や
ら
か

し
た
ら
し
い
」
と
説
明
す
る
と
「
そ
れ

心
配
し
て
い
た
雨
も
夜
明
け
前

に
上
が
り
、
秋
空
の
下
男
３
名
女

８
名
の
11
名
で
４
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
し
た
。

優
勝
は
４
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル

73

で
佐
藤
元
教
さ
ん
、
ブ
ー
ビ
ー
賞

は
岡
本
美
千
子
さ
ん
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
は
、
佐
藤
元
教
さ
ん
と
松

田
二
郎
が
各
２
回
、
豊
留
和
子
さ

ん
が
１
回
の
合
計
５
回
で
し
た
。

次
回
は
、
10
月
20
日
（
水
）
午

前
９
時
か
ら
、
雨
天
時
は

10

月

22
日
（
金
）
に
な
り
ま
す
。
場
所

は
引
き
続
き
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で

す
。

（
松
田

二
郎

記
）

感
染
者
減
少
傾
向
に
な
っ
て
き

ま
し
た
の
で
10
月
中
に
会
合
を
開

催
（
日
時
未
定
）
し
て
活
動
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

（
谷
口

茂

記
）

ょ っ と 勉 強
ち

12
月
初
め
の
頃
の
御
在
所
の
紅

葉
は
、
き
っ
と
い
い
色
で
輝
い
て

い
る
で
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
今

年
は
動
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
12

月
に
は
少
し
収
ま
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
12
月
月
初
め
に
計

画
し
ま
す
。
（
12
月
２
日
木
曜
を

予
定
）

午
前
中
に
御
在
所
の
「
武
平
峠
」

に
行
き
、
お
昼
に
菰
野
の
「
ア
ク

は
詐
欺
。
す
ぐ
警
察
へ
電
話
し
て
」
と
言
わ

れ
て
、
び
っ
く
り
。
体
が
震
え
て
、
警
察
の

電
話
番
号
も
判
ら
な
く
な
り
、
友
達
が
来
て

く
れ
て
い
た
の
で
、
何
と
か
連
絡
。

意
外
と
早
く
私
服
刑
事
が
到
着
。
警
察
が

来
る
ま
で
に
、
何
度
も
電
話
が
入
っ
た
の
で

す
が
、
怖
く
て
電
話
に
出
な
か
っ
た
の
で
す
。

警
察
が
来
て
か
ら
は
、
一
度
も
電
話
な
し
。

警
察
は
七
時
半
ま
で
い
て
く
れ
ま
し
た
が
、

「
今
日
は
仕
事
終
わ
り
だ
な
」
と
、
詐
欺
師

は
家
族
が
帰
る
時
間
に
は
仕
事
し
な
い
ら
し

い
で
す
。

親
や
孫
に
早
く
連
絡
が
取
れ
た
の
で
、
被

害
が
な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。
馬
鹿
な
婆
の

体
験
談
で
す
。

（
三
林

保
子

記
）

詐欺師と話した婆

パ
ソ
コ
ン･

ス
マ
ホ
教
室

温
泉
め
ぐ
る
会

サ
ー

ク
ル

短

信

ア
・
イ
グ
ニ
ス
」
に
戻
り
お
風
呂

に
入
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

今
年
最
後
の
紅
葉
狩
り
と
温
泉
の

日
帰
り
旅
行
で
す
。

申
し
込
み
は
11
月
の
「
き
ら
ら
」

に
挟
み
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
の

予
約
も
受
け
付
け
ま
す
。
初
め
て

の
方
も
お
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
費
用
は
、
２
千
５
百
円

前
後
で
す
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を

受
け
た
方
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
８
６
ー

０
６
４
６
へ
、
お
名
前
と
電
話
番

号
を
書
い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

（
留
守
電
も
入
り
ま
す
。
）

（
辻
井

良
和

記
）

編集 後記

◆
三
重
県
の
緊
急
事
態
宣
言
が
30
日
を
以
て
解
除
さ
れ
そ
う
で

す
。
９
月
25
日
の
感
染
者
は
17
人
、
病
床
使
用
率
は
26
・
４
％
、

重
傷
者
用
病
床
使
用
率
は
14
・
５
％
、
入
院
調
整
中
・
自
宅
療

養
２
６
３
人
と
ま
だ
ま
だ
楽
観
で
き
る
数
字
で
は
な
い
。
第
６
派

に
は
し
な
い
対
策
、
リ
バ
ウ
ン
ド
し
な
い
対
策
が
必
要
だ
。

◆
23
日
に
「
日
本
高
齢
者
大
会
in
な
が
の
」
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
が
行
わ

れ
、
河
芸
公
民
館
で
視
聴
し
た
。
疲
れ
た
が
、
元
気
も
い
た
だ
い

た
。
中
野
さ
ん
は
、
「
野
党
が
分
断
さ
れ
ず
、
自
公
と
争
点
を
変

え
た
「
対
抗
」
政
策
を
訴
え
て
、
投
票
率
を
上
げ
れ
ば
勝
利
で
き

る
。
政
権
交
代
へ
の
確
信
が
持
て
た
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）



ち
が
ざ
わ
つ
き
ま
し
た
が
、
顔
に

は
出
さ
ず
（
の
つ
も
り
だ
っ
た
け

ど
・
・
・
）
。

８
時
過
ぎ
、
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
。
予

想
に
た
が
わ
ず
の
っ
け
か
ら
急
こ

う
配
。
で
も
先
頭
の
Ｔ
さ
ん
に
ゆ
っ

く
り
ペ
ー
ス
を
キ
ー
プ
し
て
も
ら
っ

た
お
か
げ
で
息
も
上
が
ら
ず
助
か

り
ま
し
た
。

登
山
道
に
は
山
栗
が
こ
ろ
が
っ

て
い
た
り
、
早
い
木
は
紅
葉
も
始

ま
る
な
ど
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ

な
が
ら
木
の
葉
を
踏
み
し
め
ま
し

た
。11

時
30
分
頂
上
着
。
パ
ノ
ラ
マ

の
絶
景
が
楽
し
め
る
山
が
身
近
に

あ
る
の
は
幸
せ
で
す
ね
。

胃
袋
を
満
た
し
た
後
、
12
時

20

分
下
山
開
始
。
北
尾
根
出
会
い
か

ら
朝
来
た
道
と
は
違
う
ル
ー
ト
を

10
月
11
日
の
「
健
康
フ
ェ
ス
タ
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
を
実

施
し
ま
す
。
参
加
し
て
下
さ
い
。

第
２
水
曜
の

10
月
13
日
は
休

会
で
す
。

第
３
の

10
月

22
日
は
、
白
子

コ
ミ
セ
ン
で
10
時
か
ら
、
第
４
の

27
日
は
、
社
福
セ
ン
タ
ー
で
、
10

時
か
ら
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
、
13

時
か
ら
唄
う
会
を
予
定
し
て
い
ま

９
月
の
例
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

公
共
の
会
場
が
休
館
に
な
り
、
使

用
で
き
な
い
の
で
休
み
で
し
た
。

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束

さ
れ
て
、
元
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が

出
来
る
日
が
戻
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

次
回
は
、
10
月
７
日
（
木
）
10

９
月

24
日
（
金
）
、
参
加
者

10
名
。

す
す
き
の
穂
が
風
に
揺
れ
、
秋

の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
の
日
、

津
の
名
峰
、
経
が
峰
に
登
り
ま
し

た
。
久
々
の
例
会
参
加
で
し
た
が
、

「
ご
ぶ
さ
た
～
」
と
温
か
く
迎
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

笹
子
谷
登
山
口
に
到
着
後
、
前

田
さ
ん
か
ら
今
日
の
ル
ー
ト
の
解

説
。
い
つ
も
わ
か
り
や
す
い
行
程

図
を
準
備
し
て
い
た
だ
き
頭
が
下

が
り
ま
す
。

「
一
部
急
登
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
時
に
は

最
近
、
運
動
不
足
の
私
に
は
気
持

経
ヶ
峰

９
月
例
会

山
歩
会

（
津
市

８
１
９
ｍ
）

（５） 第２９４号 き ら ら ２０２１．９．２７

音
読
の
会

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

み
ん
な
で
唄
う
会

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

10
月
16
日
（
第
３
土
曜
）
13
時

30
分
か
ら
、
神
戸
コ
ミ
セ
ン
で
予

定
し
て
い
ま
す
。

麻
雀
は
お
休
み
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
中
川

美
代
子

記
）

【
問
題
】
熟
語
・
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
を
読
み
、
□
に
言
葉
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

相
撲

借
景

会
得

躾

蒲
団

火
傷

は
る
さ
め

さ
み
だ
れ

ら
い
う

き
り
さ
め

し
ぐ
れ

ゆ
う
だ
ち

□
（
と
う
）
の
□
□

（
ぶ
ん
れ
つ
）
は
□
□
（
ひ
っ
し
）
だ

□
□
（
け
っ
か
）
よ
り
□
□

（
か
て
い
）
が
□
□
（
た
い
せ
つ
）
だ

□
□
（
け
ん
せ
つ
）
的
な
□

□
（
い
け
ん
）
を
□
（
の
）
べ
る

□
□
（
こ
う
そ
う
）
を
□
（
ね
）

る

□
□
（
や
く
そ
く
）
を
□
（
は
）
た
す

【
答
え
】

す
も
う

し
ゃ
っ
け
い

え
と
く

し
つ
け

ふ
と
ん

や
け
ど

春

雨

五
月
雨

雷
雨

霧
雨

時
雨

夕
立

党

分
裂

必
至

結

果

過
程

大
切

建
設

意
見

述

構
想

練

約
束

果

（
太
田

和
美

記
）

参
考
資
料
「
熟
語
、
こ
と
わ
ざ
思
い

出
し
テ
ス
ト
」
（
コ
ス
モ
21
発
行
）

さ

頭
の

店

第
３
の

10
月
27
日
は
、
社
福

セ
ン
タ
ー
で
、
13
時
か
ら
唄
う
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
澤
井

順
子

記
）

時
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
研
修
室

Ａ
で
す
。
中
止
の
場
合
は
、
電
話

に
て
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
ど
る
。
こ
の
辺
り
は
一
面
の
す

す
き
の
群
生
地
に
な
っ
て
い
て
穂

先
が
銀
色
の
波
の
よ
う
に
揺
ら
め

き
幻
想
的
で
し
た
。
14
時
駐
車
場

へ
無
事
戻
り
ま
し
た
。

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
早
い
秋
を

先
取
り
し
た
山
行
で
し
た
。
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

（
谷
口

茂

記
）

10
月
例
会
の
ご
案
内

10
月
例
会
は
，
鎌
が
岳
（
１
１

６
１
ｍ
）
で
す
。

難
度
★
★

脚
力
★
★

10
月
４
日
（
月
）
７
時
，
鈴
鹿
川

河
川
敷
集
合

歩
行
時
間

：

約
6
時
間

出
欠
連
絡
先：

前
田
純
へ
10
月
２

日
ま
で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

第
二
回
目
の
山
行
は

10
月
12

日
（
火
）
行
先
は
仙
ガ
岳
で
す
。

詳
細
は
別
途
ご
連
絡
致
し
ま
す
．

（
前
田

純

記
）

経

ヶ

峰
頂

上

に
て

記
念

撮

影

写

真
提

供

前

田

純

す
。

（
田
中

美
代
子

記
）
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俳
句

秋
め
い
て
見
上
ぐ
る
月
の
白
か
り
き

太
田

和
美

一
輪
が
は
ぐ
れ
て
咲
け
り
曼
珠
沙
華

暮
れ
早
き
一
日
と
な
り
て
淋
し
夜

三
林

保
子

月
光
が
照
ら
す
障
子
を
開
け
放
ち

こ
の
命
あ
る
と
も
大
根
播
く

山
中
み
き
を

ま
た
来
る
日
コ
ロ
ナ
な
き
世
に
秋
燕

川
柳

大
言
壮
語
言
っ
て
い
る
事
皆
同
じ

中
村
千
代
子

老
兵
は
何
も
語
ら
ず
去
っ
て
ゆ
く

女
性
で
も
軍
備
強
め
る
人
じ
ゃ
ダ
メ

余
志
嘉
壽

待
っ
て
た
よ
野
党
四
党
手
を
つ
な
ぐ

わ
た
し
と
憲
法

宮
﨑

ヨ
シ
子

「
日
本
国
憲
法
」
に
は
、
「
戦

争
の
放
棄
」
が
明
文
化
さ
れ
て
い

る
と
、
中
学
時
代
に
教
わ
り
ま
し

た
。

敗
戦
時
五
歳
だ
っ
た
私
に

は
、
「
戦
争
」
と
い
う
感
覚
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
で
も
毎
日

の
生
活
は
恵
ま
れ
て
は
い
な
か
っ

た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
悲
し
い
こ
と
が
、
二
度

と
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た

時
。
そ
し
て
想
像
し
た
時
、
す
ご

く
う
れ
し
く
思
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

「
憲
法
」
に
関
す
る
本
を
い
ろ

い
ろ
読
む
と
、
日
本
の
憲
法
は
世

界
に
誇
る
「
平
和
憲
法
」
だ
と
書

か
れ
て
い
ま
す
が
、
世
界
の
動
き

は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
う

し
て
、
「
戦
争
」
と
い
う
行
動
に

移
っ
て
い
く
の
か
な
、
と
考
え
ま

す
が
、
私
の
頭
の
中
で
は
、
理
論

的
な
筋
道
が
開
か
れ
ま
せ
ん
。

人
間
同
士
、
話
し
合
い
が
ど
う

し
て
出
来
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

最
近
の
出
来
事
で
は
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
戦
争
で
す
。
多
額
の

お
金
、
米
国
で
２
５
０
兆
円
。
犠

牲
者
米
軍
約
２
５
０
０
人
、
ア
フ

ガ
ン
人
24
万
人
、
そ
れ
に
二
十
年

間
と
い
う
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う

な
戦
争
期
間
を
聞
き
、
人
間
の
す

る
こ
と
な
の
か
と
、
疑
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

私
の
ね
が
い

世
界
中
で
、
戦

争
と
い
う
動
き
が
な
く
な
る
こ
と

を
、
切
に
願
い
ま
す
。

お
元
気
で
す
か
組
合
員
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
193
回

山
中

幹
雄
さ
ん

山
中
さ
ん
は
、
無
認
可
の
時

代
か
ら
ぐ
み
の
木
保
育
園
を
創
っ

て
き
た
苦
労
人
で
、
今
は
理
事

長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
を

廻
っ
て
保
育
運
動
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
俳
句
を

た
し
な
み
、
三
日
市
の
酒
造
り
、

そ
し
て
「
が
ん
が
ん
ロ
ッ
ク
展
覧

会
」
、
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。そ

れ
で
は
、
山
中
さ
ん
の
お
話

を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

（
桑
原

篤

記
）

告
知
あ
り
す
す
き
の
穂
に
も
射

す
ひ
か
り

み
き
を

こ
の
頃
は
、
半
分
の
人
が
「
が

ん
」
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
に
も
れ
ず
、
私
も
先
日
「
が
ん

宣
告
」
を
受
け
ま
し
た
。
家
人
も

以
前
か
ら
が
ん
闘
病
中
で
も
あ
り
、

二
人
と
も
だ
ね
と
言
い
合
っ
た
。

ま
あ
、
以
前
か
ら
そ
う
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
隠
さ
ず
に
何
で
も
共

有
し
て
い
こ
う
と
話
し
合
っ
て
い

た
の
で
、
負
け
惜
し
み
か
も
し
れ

な
い
が
そ
れ
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
も

な
い
二
人
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
は
あ
る
が
、
「
が
ん
が
ん
ロ
ッ

ク
展
覧
会
」
を
、
鈴
鹿
市
の
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
す
る
計
画
を

立
て
鋭
意
準
備
中
で
す
。
月
末
に

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
、
ス
パ
ッ

と
解
除
さ
れ
れ
ば
開
催
で
き
る
予

定
で
す
が
、
で
き
な
く
て
も
そ
れ

も
運
命
で
す
。
10
月
８
日
午
後
か

ら
、
14
日
午
前
ま
で
一
週
間
の
予

定
で
、
家
人
は
油
絵
、
私
は
、
写

真
と
俳
句
の
展
示
を
し
ま
す
。
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
行
い
な
が

ら
、
ご
笑
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
あ
、
展
覧
会
の
名
称
「
が

ん
が
ん
ロ
ッ
ク
」
は
、
が
ん
に
負

け
な
い
で
「
ガ
ン
ガ
ン
行
こ
う
！

六
九
歳
（
二
人
と
も
）
」
だ
か
ら

で
す
。

き
ら
ら
文
芸

日
本
の
保
育
運
動
の
発
展
に
尽
力

戦
争
の
動
き
を
な
く
せ

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ご
夫
婦
で
楽

し
く
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
る
お
話

を
お
聞
き
し
て
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
桑
原

篤

記
）

桑
原
さ
ん
に
、
山
中
幹
雄
さ
ん

を
訪
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文

山
中

幹
雄

桑
原

篤

写
真

勝
谷

鐵
幸
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女性部の予定

10 月８日（木）執委の後

女性部世話役会

絵手紙 提供 宮崎 ヨシ子

年
金
者
組
合
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
、
宮
崎
さ
ん
の

送
迎
の
お
陰
で
、
十
年
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

五
年
ほ
ど
前
に
、
腰
を
痛
め
、
鈴
鹿
で
は
入
院
で

き
ず
、
困
っ
て
い
た
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん

の
お
陰
で
、
津
の
方
に
入
院
出
来
て
、
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。
孫
の
「
ア
ヤ
カ
」
も
来
て
く
れ
て
、
簡
易

ト
イ
レ
を
借
り
、
掃
除
も
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。

「
安
心
館
」
で
、
少
し
の
間
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
又
「
け
や
き
苑
」
に
戻
り
、
皆
様

が
大
事
に
し
て
く
れ
て
、
う
れ
し
く
通
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
足
が
弱
っ
て
来
て
、
歩
行
器
を
押
し
て

歩
い
て
い
ま
す
。

今
は
、
趣
味
で
「
コ
ー
ス
タ
ー
」
作
り
を
生
き
が

皆
様

今
日
は

高
森

エ
リ

「
つ
ぶ
や
き
」
何
と
い
っ
て
も
コ
ロ
ナ
で
す
よ
ね
。

政
府
の
オ
リ
・
パ
ラ
の
強
行
開
催
を
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？
国
民
の
反
対
の
多
数
の
声
を
無
視
し
て
、

開
催
し
、
結
果
第
５
波
を
招
く
事
態
に
、
借
金
が
増

え
て
、
国
民
一
人
一
人
が
税
と
し
て
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ん
て
、
泣
き
っ
面
に
蜂
で
す
。
バ
カ
に

し
て
ま
せ
ん
か
と
言
い
た
い
。

外
出
は
駄
目
、
買
い
物
は
小
人
数
で
、
ま
と
め
買

い
を
と
、
ス
ト
レ
ス
が
大
変
。
発
散
す
る
場
所
が
あ

り
ま
せ
ん
。
孫
も
ク
ラ
ブ
も
駄
目
、
友
人
達
の
遊
び

も
家
の
内
と
、
時
間
、
身
体
を
持
て
余
し
気
味
、
自

分
も
サ
ー
ク
ル
も
中
止
、
友
人
と
の
ラ
ン
チ
も
も
う

２
年
近
く
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
ど
う
に
か
し
て
、
一

時
も
早
く
終
息
を
願
う
の
み
。

次
期
首
相
に
期
待
す
る
し
か
ね
、
コ
ロ
ナ
対
策
、

元
々
四
者
は
誰
が
な
っ
て
も
同
じ
か
な
・
・
・
・
。

コ
ロ
ナ
禍

利
藤

一
子

八
月
十
五
日
、
朝
日
新
聞
の
「
日
曜
に
想
う
」
の

欄
の
標
題
が
『
終
戦
と
は
ご
ま
か
し
の
こ
と
ば
だ
』

を
見
て
、
思
い
出
し
ま
し
た
。

中
学
一
年
生
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
社
会
の
授
業

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
担
当
の
先
生
の
名
前
も
覚
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
先
生
の
こ
と
ば
だ
け
は
、
は
っ

き
り
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
時
々
思
い
出

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
戦
争
は
勝
つ
か
負
け
る
か
の
こ
と
な
の
に
、
終

わ
っ
た
と
い
う
こ
と
ば
は
な
い
だ
ろ
う
。
お
か
し
い

の
で
は
な
い
か
」
と
。

本
当
に
そ
う
だ
と
自
分
で
も
納
得
し
た
の
で
し
ょ

う
。
鮮
烈
な
こ
と
ば
と
し
て
、
私
の
頭
に
残
っ
て
い

ま
す
。
68
年
前
の
記
憶
で
す
。

１
９
４
５
年
は
、
私
の
五
歳
の
時
で
す
。
な
の
で

先
生
の
こ
と
ば

宮
﨑

ヨ
シ
子

「
戦
争
」
と
い
う
も
の
を
、
身
近
に
感
じ
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は

そ
の
五
歳
で
外
地
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
で
す
。
外
地
で
の
日
常
生
活
で
も
、

「
戦
争
」
と
い
う
感
覚
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

両
親
の
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
に
引
き
揚
げ
て
き
て
か
ら
の
生
活
は
一
変

し
、
五
歳
の
幼
児
な
り
に
、
さ
び
し
く
、
か
な
し
く
、
そ
し
て
、
不
思
議

に
思
っ
た
こ
と
等
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

子
供
に
と
っ
て
も
、
大
人
に
と
っ
て
も
、
「
戦
争
」
と
い
う
動
き
だ
け

は
、
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
強
く
、
強
く
思
い
ま
す
。

い
に
し
て
い
ま
す
が
、
材
料
が
切
れ
て
、
ピ
ン
チ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

辻
井
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
よ
く
見
に
来
て
く
れ
て
、

私
は
親
の
よ
う
だ
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

悩
ま
ず
生
き
る
た
め
に
、
自
分
の
物
差
し
で
生
き
、

そ
し
て
、
少
し
だ
け
無
理
す
る
位
が
丁
度
良
い
か
も
。

人
間
は
頭
と
体
を
使
わ
な
い
と
、
駄
目
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
「
年
な
ん
だ
か
ら
無
理
し
な
い
で
ね
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
で
も
、
そ
の
言
葉
を
受
け
入

れ
る
か
ど
う
か
は
、
自
分
で
判
断
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
私
自
身
は
、
こ
れ
か
ら
も
少
し
だ
け
無
理

を
し
な
が
ら
生
き
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
動

い
て
み
て
、
難
し
い
事
が
生
じ
た
ら
、
立
ち
止
ま
っ

日
頃
思
う
こ
と

松
浦

和
子

て
考
え
、
ま
た
、
進
め
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
心

身
に
良
い
こ
と
と
い
う
の
は
、
人
に
よ
っ
て
ま
ち
ま

ち
で
す
。
人
真
似
な
ん
て
す
る
事
な
い
し
、
人
を
見

て
う
ら
や
ま
し
が
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
食

事
は
、
腹
八
分
目
、
そ
れ
以
外
は
こ
だ
わ
ら
な
い
。

食
欲
が
な
け
れ
ば
、
食
べ
な
い
で
い
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
で
あ
れ
ば
、
お
腹
が
空
き
ま
す
。
そ
の
時
食
べ

れ
ば
い
い
の
で
す
。

の
ん
び
り
と
暮
ら
し
、
い
つ
の
日
か
来
る
天
国
か

ら
の
お
迎
え
を
待
っ
て
い
ま
す
。
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サバ缶１缶 ねぎ３本 Ａ（しょうが少々

しょう油大さじ１）

①サバ缶は、鍋に汁ごと入れて、煮込み、身

を軽くつぶし、Ａを入れて煮込みます。

②ねぎを入れて、２分ほどフタをして、盛りつけをし

て出来上がり。

※缶詰を利用して、魚嫌いの人でも食べられます。

※しょうがを入れますが、山椒、一味、ゆずなど入れ

ても良いでしょう。

材料

（定永 陽子）

作り方

支部日誌

８月27日(金)｢きらら｣編集･発行･連絡会
９月２日(木)音読の会（中止）

４日(土)｢きらら」編集会議（市委員会）
山歩会「御在所岳」1212ｍ
鈴鹿フードパントリー

５日(日)岡野恵美演説会
６日(月)白子駅西アクション、６・９行動
８日(水)第５回組織部会(13:30～市委員会）
10日(金)第５回執行委員会(13:30～市委員会）
15日(水)グラウンドゴルフ
17日(金)卓球を楽しもう
18日(土)おしゃべりカフェ 神戸コミセン
19日(日)青少年の森を守ろう！現地学習会
23日(木)日本高齢者大会(WEB）河芸公民館
24日(金)サッカー場建設反対･世界気候ｱｸｼｮﾝ

10月２日(土)弁護士さんと話そうカフェ ｼﾞｪﾌﾘｰ
４日(月)山歩会 「鎌が岳」
６日(水)第６回組織部会(13:30～白子ｺﾐｾﾝ)

白子駅西アクション、６・９行動
７日(木)音読の会
８日(金)第6回執行委員会(13:30～ｼﾞｪﾌﾘｰ））

女性部世話役会
パソコン・スマホ教室 10～

９日(土)｢きらら」編集会議（白子コミセン）
11日(月)2021健康フェスタ 青少年の森
12日(火)山歩会 「仙ガ岳」
15日(金)10月年金支給日一斉宣伝 11～

卓球を楽しもう
16日(土)おしゃべりカフェ 神戸コミセン
20日(水)グラウンドゴルフ（フラワーパーク）

スクエアステップ 10時～白子ｺﾐｾﾝ
22日(金)中央本部「年金一揆」
27日(水)スクエアステップ・みんなで唄う会
29日(金)｢きらら｣編集･発行･連絡会
30日(土)９・10月誕生会 社福センター

11月６日(土)鈴鹿フードパントリー 白子ｺﾐｾﾝ

催
し
物
案
内

①
10
月
11
日
（
月
）
９
時
30
分
集
合
・
準
備

青
少
年
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

10
時
～

軽
ス
ポ
ー
ツ

12
時
～

昼
食
（
弁
当
）
黙
食

会
費

５
０
０
円

参
加
申
し
込
み

「
き
ら
ら
」
配
布
者

支
部
役
員

橋
詰
フ
ェ
ス
タ
事
務
局
長

（
℡
３
８
６
ー
８
５
６
１
）

②
10
月
30
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

社
福
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

記
念
お
祝
い
品
贈
呈

記
念
撮
影

お
楽
し
み
会

お
菓
子
ー
お
持
ち
帰
り

お
茶
準
備

会
費

２
０
０
円

サバ缶と

ねぎの煮込み

わたしのレシピ

９
・10
月
誕
生
会

健
康
フ
ェ
ス
タ

イ
ラ
ス
ト

樋
口

出

《サークルへは乗る人も乗せる人も助け合いの心で気軽に乗り合わせて行きましょう。》

サークル掲示板
サークル名 サークル連絡先 次回例会

山歩会 前田 純（℡ 374-4596） 10月４日(月)｢鎌が岳」 10/12（火）仙ガ岳

グラウンドゴルフ 松田 二郎（℡ 374-3134） 10月20日(水)９:00～ﾌﾗﾜｰﾊﾟｰｸ(雨天10月22日)

卓球を楽しもう 桑原 篤（℡ 374-2894) 10月15日(金)13:30～白子コミセン２Fホール

史跡めぐりの会 谷口 茂（℡090-6610-3773) 10月未定。

トラベルの会 定永 陽子(℡090-5454-9580)10月休み。

温泉めぐる会 辻井 良和（℡ 386-0529） 12月２日（木）菰野「アクア・イグニス」2500円

パソコン･スマホ教室 中川 信子（℡ 388-0427） 10月８日（金）10時～ 白子コミセン

音読の会 太田 和美（℡ 383-4545） 10月７日（木）10時～ ジェフリー研修室A

おしゃべりカフェ 中川美代子（℡ 386-6883） 10月16日（土）13時30分～ 神戸コミセン

樋口みえ子（℡ 387-4889）

スクエアステップ 宮﨑ヨシ子（℡ 378-7510) 10月11日健康ﾌｪｽﾀ､20日白子、27日(水)10～社福ｾﾝﾀｰ

みんなで唄う会 澤井 順子（℡ 378-6021） 10月27日(水)13時～14時 社福センター


